
監修：熊本県手話サークルわかぎ人吉・球磨グループ
問　市福祉課障がい者支援係（☎２２－２１１１　内線１２４４）

問

▲

 蔵書検索
と予約は
こちら

　��市図書館　☎２４－３５１８
場所：カルチャーパレス２階
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

市防災課防災係（☎２２−２１１１　内線３２４１）災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。

新刊案内

【お知らせ】　今月号から「備えて安心！　やさしい防災講座」と題して防災課のコラムを
紹介します。
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６月の図書館カレンダー

休館日

児
童
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け

一
般
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け

大ピンチずかん　３ 鈴木 のりたけ 作

今野 敏
びん

 著署長サスピション

日時　７月６日（日）午後２～３時
場所　こども図書館
内容　絵本読み聞かせ、七夕飾り作り
　　　など

　日常会話の中でよく使う手話を紹介します。今月はコミュニケー
ションの始まりに欠かせない「こんにちは」と、感謝の気持ちを伝
える「ありがとう」を、Let's お手話べり！
※ この連載では右利きの人の表現を紹介しています。左利きの人は、や

りやすいように左右の手を入れ替えても構いません。

モデル：一般財団法人熊本県ろう者福祉協会球磨支部長、人吉・球磨圏域手話奉仕員養成研修講座講師を務める梅田正彦さん
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Ａ.24川畑
式

問題は29㌻にあります。

50㌢ 車体が浮く・ドアが開かない
30㌢ エンジンが停止する
10㌢ ブレーキが効きにくい

No.１

　今回は、論理的思考力のアップが期
待できる問題を出題しました。順序良
く解決していくことが苦手になると新
しいことに取り組むことが面倒にな
り、認知機能が低下するので要注意！

○○

○○

右手の小指側で左手の甲を軽く
叩いて眉間に軽く振り上げる。
頭の下げ方で丁寧度が変わる

ありがとうこんにちは

右手の人さし指と中指を立て
て、眉間に当て、軽くお辞儀を
する

指を伸ばして斜めに構えた右手を、
こめかみのそばから少し上げる

10㌢
30㌢
50㌢
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　近頃、変幻自在の怪盗フェイクが、
藍
あいもと

本小
さ ゆ り

百合が署長を務める大森署の
管内を荒らしていた。そんな中、署
長室に大金が持ち込まれると怪盗
フェイクから挑戦状が……。

　ケチャップが飛んだ。トイレが詰
まった……。子どもが出会うさまざ
まな大ピンチを、今回初登場の「うっ
かりメーター」で表し、レベルの小
さいものから順番に紹介する。

　これから本格的な出水期を迎えます。今回は「早
期避難の重要性」についてお伝えします。 
　大雨や台風は、地震とは異なり事前に予測でき
ます。「警報」や「避難指示」などの情報を他人
事と思わず、自分と家族を守る行動につなげま
しょう。そのために大切なのが、「早めの避難」
です。例えば、「大雨でまちが浸水し、30㌢の高
さまで水が来ています」と聞いたとき、あなたは
どう行動しますか。徒歩や車で避難、あるいは家
にとどまるなど選択肢はいろいろありますが、実
際にはどれも危険が伴います。
　水深が30㌢、人間の膝の高さになると、水の

早めの避難の重要性

流れに押されて歩くことが困難になります。車は
10㌢の水でブレーキが効きにくくなり、30㌢で
エンジンが停止、50㌢では車体が浮いてドアも
開かなくなります。家屋が浸水した場合、２階以
上の建物に垂直避難できないときは、その場にと
どまるのも危険です。
　特に、夜間から明け方にかけて大雨が予想され
る場合は、暗くて浸水や状況の変化に気付きにく
くなります。「まだ大丈夫」と思わず、浸水する
前に行動することが、命を守る鍵です。早い段階・
明るいうちの避難を心がけ、あらかじめ「どの段
階で逃げるか」という「避難スイッチ」を家族で
話し合っておきましょう。
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